





神 戸 芸 術 工 科 大 学 紀 要「 芸 術 工 学 2 0 1 6 」 （ 共 同 研 究 ） 
動物の手の骨が持つ形体の美しさや構造の強さを、デジタル技術を用いて考察する  
STUDY OF BEAUTY AND STRUCTURAL STRENGTH IN SKELETAL SPECIMENS OF 
THE HAND OF ANIMALS USING DIGITAL TECHNOLOGY 
 
……………………………………………………………………………………………………………………………………. 
吉田 雅則    芸術工学部映像表現学科 准教授 
見明 暢     芸術工学部プロダクト・インテリアデザイン学科 助教 
スモラフスキ・ピョトル  芸術工学部映像表現学科 実習助手 
西澤 真樹子    大阪市立自然史博物館 外来研究員  
認定特定非営利活動法人大阪自然史センター 普及教育事業担当 
 
Masanori YOSHIDA Department of Image Arts, School of Arts and Design, Associate Professor 
Nobu MIAKE Department of Product and Interior Design, School of Arts and Design, Assistant Professor 
Piotr SMORAWSKI Department of Image Arts, School of Arts and Design, Assistant 
Makiko NISHIZAWA  Osaka Museum of Natural History (OMNH), Visiting Researcher 





















In various parts of Japan Natural History Museums and 
Zoos play important role of organizing and storing various 
specimens of formerly bred wild animals.  
However, since the amount of collected documents is 
enormous, often it cannot be properly made into specimen 
and organized.  
Curators and museum staff hope these materials, 
published openly for regular or arts and design related 
people, could promote understanding and interest in 
community, and drive creation of various reproductive works 
like paintings or sculptures.  
In addition, these science resources owned by regional 
museums are being used in outreach activities such as 
traveling Museum for children taking long term hospital 
treatments, or disaster struck areas. 
The goal of this study, is using selected skeletal specimens 
of the hand of animals to create a replica using digital 
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図 3 ニシローランドゴリラ 康子(神戸市立王子動物園 撮影)
2）データを取得したゴリラの骨格標本について 
今回形状データの取得を行ったのは、1981 年 6 月





































































・レンズ：AF-S Micro Nikkor 105ｍｍ 1：2.8G 






























方向より 25 枚。計 100 枚程度の画像を撮影した。ゴ
リラの手の骨は片手で 27 個から成るため、リテイク
を含め 3,500 枚ほどの撮影を行った。 
 
図 5  資料館廊下に設置した撮影ブース 
図 6 撮影の様子 
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分を消去する。クロマキーの抽出には The Foundry 


















図 8 撮影した画像群 
図 9 暫定ＩＤの付与 
図 10 撮影した骨













よって、ようやく 3D ソフトによる形状編集を行う 
ことが可能となる。 
 













図 12 カメラトラッキング 
図 13 虫ピンやアーティファクトの残ったデータ 
図 14 クリンナップされたデータ 
図 15 ノギスでの計測 
図 16 スケールを統一する 
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8）骨の特定 
スキャン開始の時点で、骨はバラバラの状態で左右


















今回出力に使用した 3D プリンタは FDM（熱溶解積





図 18 骨の特定作業 
図 19 特定の参考にしたチンパンジー「チェリー」
の手の骨 
図 20 左：本物の骨 右：3D 出力したレプリカ
図 21 出力した薬指の中根骨（左）と本物の有頭骨（右）
ピッタリと組み合わせることができる 
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10）資料館、イベントでの展示、発表 
■神戸市立王子動物園動物科学資料館  
干支展「くらべてみよう人とサル」（2015 年 12 月
～2016 年 5 月）において展示を行った。 
 
作成、展示したレプリカについては資料館の担当者







あ」（2015 年 12 月 12 日、13 日）でハンズオン展
示・意見交換を行った。 
■東京都千代田区科学技術館で開催された「博物ふぇ





















図 23  動物資料館での展示 後ろにオスのニシローランド 
ゴリラ「ザーク」の全身骨格標本（本物）が見える 
図 23 「いきもにあ」ブースで来場者に説明をする大学院生
図 25 ゴリラの手のレプリカと握手する来場者 
